
「
気
仙
の
魂
の
奥
に
眠

る
も
の
」
～
第
一
中
学
校

文
化
祭
の
詠
作
品
か
ら
～

前
回
は
経
済
、
政
治
、

文
化
領
域
を
含
む
人
間
の

生
存
活
動
が
既
に
地
球
環

境
の
受
容
能
力
の
限
界
を

超
え
、
地
球
文
明
の
存
続

に
深
刻
な
状
態
を
き
た
し

て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

地
球
共
同
体
の
健
康

（
P
lanetary
H
ealth)

と
い
う
考
え
が
提
案
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
。

今
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
道
に

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
防
空
識
別

圏
、
歴
史
認
識
な
ど
の
言

論
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

電
子
情
報
媒
体
技
術
シ
ス

テ
ム
の
発
達
し
て
い
る
現

代
世
界
で
は
、
個
人
、
家

族
、地
域
、国
家
な
ど
、い

ろ
い
ろ
な
共
同
体
の
自
己

主
張
が
飛
び
交
っ
て
お

り
、
混
乱
と
問
題
を
生
じ

て
い
る
。
こ
の
問
題
と
困

難
に
対
応
し
、
乗
り
越
え

る
た
め
に
は
第
１
次
の
一

神
教
の
発
明
、
第
２
次
の

科
学
の
発
明
を
越
え
、
第

３
次
形
而
上
学
意
識
革
命

で
あ
る
魂
の
革
命
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

第
一
中
学
校
の
詠
作
品
に

触
れ
る
と
、
気
仙
の
自
然

と
文
化
を
越
え
、
人
類
の

魂
に
響
く
も
の
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

「
１
年
生
の
作
品
　
秋
」

（
秋
の
風
と
雨
）

秋
に
な
り
　
木
枯
ら
し
が

吹
く
　
夕
暮
れ
に
　
赤
く

染
ま
っ
た
　
空
を
見
つ
め

て

中
一
男
子

秋
空
に
　
紅
葉
の
雨
が

降
り
そ
そ
ぐ

中
１
女
子

ぽ
か
ぽ
か
と
　
秋
の
日
差

し
が
　
ま
ぶ
し
い
な

中
１
女
子

台
風
が
　
異
様
に
多
い

秋
の
空

中
１
女
子

木
枯
ら
し
、
夕
暮
れ
、

赤
く
染
ま
っ
た
空
、
紅
葉

の
雨
、
秋
の
日
差
し
、
台

風
、
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
に

は
、
縄
文
蝦
夷
の
長
い
歴

史
に
響
き
、
宮
沢
賢
治
の

風
の
又
三
郎
の
世
界
に
通

じ
る
世
界
、
カ
ナ
ダ
の
ル

ー
シ
―
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
の

赤
毛
の
ア
ン
に
響
く
世

界
、
ま
さ
に
、
人
類
の
魂

に
響
く
世
界
が
詠
ま
れ
て

お
り
ま
す
。〝
台
風
が

異
様
に
多
い
　
秋
の
空
〟

地
球
文
明
の
存
続
が
深
刻

な
状
態
に
響
い
て
来
ま

す
。「

１
年
生
と
２
年
生
の

作
品
　
一
中
祭
」

（
文
化
の
継
承
）

長
縄
の
　
悔
し
さ
晴
ら
し

最
優
秀
　
来
年
見
せ
よ
う

さ
ら
な
る
飛
躍

中
２
女
子

悔
し
さ
に
　
次
は
と
思
う

先
輩
の
　
歌
う
姿
勢
を

心
に
刻
み

家
族
、地
域
、学
校
、い

ろ
い
ろ
な
共
同
体
の
文
化

を
引
き
継
ぎ
、
そ
の
奥
に

あ
る
人
類
共
通
の
魂
に
触

れ
て
い
る
世
界
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

（
東
海
新
報
並
び
に
他

の
マ
ス
コ
ミ
情
報
か
ら
）

マ
ン
デ
ラ
大
統
領
の
御

逝
去
が
世
界
の
マ
ス
コ
ミ

に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
大

統
領
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
の
大
統
領
を
務
め
、
ア

パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
断
ち
き

り
、
ア
フ
リ
カ
原
住
民
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
移

民
し
て
き
た
人
々
と
の
話

し
合
い
に
よ
る
国
家
建
設

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ

は
、
魂
の
会
話
を
目
指
し

た
マ
ン
デ
ラ
大
統
領
だ
か

ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と

思
う
。

「
風
の
又
三
郎
」
に
は

縄
文
蝦
夷
と
大
和
朝
廷
の

歴
史
、
赤
毛
の
ア
ン
の
物

語
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

移
住
し
て
き
て
先
住
民
の

支
配
の
上
に
成
り
立
っ
た

歴
史
、
こ
れ
ら
歴
史
を
ど

の
よ
う
に
ひ
も
と
く
か
に

よ
っ
て
物
語
の
捉
え
方
が

違
っ
て
く
る
。
３
・
11
の

東
日
本
大
震
災
は
地
球
規

模
の
地
殻
変
動
と
生
態
系

へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
歴

史
の
視
点
か
ら
論
じ
る
必

要
が
あ
る
。

大
船
渡
第
一
中
学
校
の

文
化
祭
の
詠
作
品
に
は
こ

れ
ら
に
つ
な
が
る
魂
が
詠

ま
れ
て
い
る
。
12
月
３
日

（
火
）
の
第
３
面
に
「
サ
ケ

遡
上
が
最
盛
期
　
須
崎
川

へ
35
年
間
絶
え
ず
に
帰
省

大
船
渡
」、第
１
面
の
世
迷

言
で
は
障
子
文
化
の
継
承

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
歴
史
の
継
承
と
い
う

世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
姿

が
浮
か
ん
で
く
る
。
一
中

文
化
祭
に
は
ま
さ
に
歴
史

の
魂
が
継
承
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
る
。
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「森と水と命の惑星」国際会議
～地域と世界の心と魂を詠む～


